
（個 人）                       （報告 田 中）  

 朝日岳朝日岳朝日岳朝日岳（２，４１８ｍ）（２，４１８ｍ）（２，４１８ｍ）（２，４１８ｍ）、雪倉岳、雪倉岳、雪倉岳、雪倉岳（２，６１０（２，６１０（２，６１０（２，６１０ｍ）ｍ）ｍ）ｍ）、白馬岳、白馬岳、白馬岳、白馬岳（２，９３２（２，９３２（２，９３２（２，９３２ｍ）ｍ）ｍ）ｍ）    

 

【日時】平成２５年８月７日（水）～９日（金）（２泊３日）  

【メンバー】Ｐ＆Ｌ 田 中 

（計１名） 

【行動記録】 

①大宮（８時２３分）＝東松山ＩＣ＝

長野ＩＣ＝蓮華温泉（１３時３５分）

（泊）          

②蓮華温泉（４時３０分）—花園三角

点（８時３０分）—朝日岳（１２時４

５分）—朝日小屋（１４時）(泊)        

③朝日小屋（５時２８分）—雪倉岳（１０時１２分）—白馬岳（１４時１４分）—

白馬山荘（１４時３２分）（泊）    

④白馬山荘（６時）—白馬岳—小蓮華山（７時２０分）—蓮華温泉（１１時２５分）  

１日目 ７時間５７分  ２日目 ７時間３９分  ３日目 ４時間４８分    

 計 ２０時間２４分   

【装備・食料等】 

【個人】ヘッドランプ、雨具、コンパス、地図、ツエルト、水、朝・昼食、行動食                                  

【感想】                                        

 白馬岳に登るのは初めてになる。１０年くらい前に大雪渓を通るツアーに申し込

んだが、人が集まらず中止になって、その後、登る機会がなかった。しかし、今回

は雪渓よりも、以前から雪倉岳の名前に魅かれていたので、このコースを選ぶこと

にした。写真はその雪倉岳山頂で撮ったもの、背景は白馬岳と旭岳である。夏の時

期、午前中は晴れていても、午後になるとガスが上がってくる。３日間ともよく晴

れていたが、この日は朝からガスに覆われていた。逆コースで山頂から下ってくる

ハイカー達が「展望がない」、「風が強い」と情報をくれるが、周囲はだんだん明る

くなってきて、山頂に着くと、雪を抱いた白馬岳が眼前に聳えていた。時間をかけ

て登ってきた甲斐があった。今年は雪が多く花の時期も１週間ほど遅く、丁度この

時期、朝日～雪倉～白馬のコースは花の楽園でもあった。 

 


